
 
 
 

  
 

みんなの力で改憲ストップ！戦争法は廃止に！ 
憲法共同センター「９の日」宣伝 「核廃絶」「戦争法廃止」訴え 
長崎被爆７１年目の８月９日（火）、憲法共同センターは JR新宿西口で「９の日」宣伝を行いました。憲

法共同センター構成団体など１２団体から２１人が参加。気温が３８度を超す猛暑の中、チラシ入りティッ

シュを配布し、戦争法廃止署名などを訴えました。 

全労連議長・小田川義和さん、民医連事務局次長・木下興さん、新婦人常任委員・児玉紀子さん、全商連

事務局次長・長尾桂子さん、自由法曹団幹事長・今村幸次郎弁護士がマイクを握り「核廃絶」「戦争法廃止」

を訴えました。司会は農民連の藤原麻子さんでした。小田川さんは、「核兵器は人類と共存できない」「日本

はいまだに核抑止論にしがみついている。唯一の被爆国として、平和憲法を持つ立場からも日本に責任はあ

る」と強調しました。国会からは、日本共産党・吉良よしこ参議院議員が駆けつけ、「安倍政権による改憲

の動きを、国民の力で阻止しましょう」と呼びかけました。署名は、２１人分集まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
東京・府中 継続は力なり！毎月３日、９日にスタンディング 

「アベ NO!府中実行委員会」

は毎月３日、１９日の２回、

「アベ政治を許さない」スタ

ンディングにとりくんでいま

す。８月３日も、午後１時か

らけやき並木伊勢丹フォーリ

ス前で実施し、「戦争法はただ

ちに廃止」「憲法守れ、９条守

戦争する国づくりストップ！憲法を守り・いかす共同センター 
文京区湯島 2-4-4 全労連会館 03-5842-5611 (FAX 5842-5620) 
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れ」「ノーモア、ヒロシマ・ナガサキ」などとアピールしました。 

８月は、１７日（日）「アベ NO!府中実行委員会」ロングラン行動、１９日（金）「アベ政治を許さない」

スタンディングをいずれも１３時からフォーリス前で行います。（東京革新懇 FAXニュース NO.500より） 
 

原水爆禁止２０１６年世界大会「広島からのよびかけ」（全文） 
原水爆禁止２０１６年世界大会は９日閉幕しました。今年の大会は、核兵器禁止条約についての実質的な

議論が、国連の作業部会で開始される、新たな情勢のもとで開催されました。ヒロシマデー集会（広島閉会

総会）が６日採択した「広島からのよびかけ」（全文）をご紹介します。 

＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・ 

 あなたとあなたの家族、すべての人びとを絶対に被爆者にしてはなりません。あなたの署名が、核兵器廃絶を

求める何億という世界の世論となって、国際政治を動かし、命輝く青い地球を未来に残すと確信します。 

 ―「ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名」より 

 私たちは７１年目の広島原爆の日を、「核兵器のない世界」への扉を開こうとする新たな動きのなかで迎えてい

ます。核兵器を禁止し、廃絶する条約についての実質的な議論が、いよいよ国連ではじまったのです。 

 核兵器のない世界を実現するための「具体的で効果的な法的措置」を議論する国連作業部会（ＯＥＷＧ）は、

核兵器禁止条約の内容や条約交渉の会議開催を提案するなど画期的な場となりました。私たちは、作業部会が国

連総会に対して、核兵器を禁止し、廃絶する条約の交渉開始をふくむ具体的な勧告を行なうようもとめます。 

 被爆者を先頭に核兵器の非人道性を訴えつづけてきた日本の原水爆禁止運動と世界の反核平和運動の力が、歴

史を切りひらき、新たな前進を生みだしています。世界のすべての指導者は、いまこそ被爆地を訪問し、被爆の

実相にむきあうべきです。「生きている間に何としても核兵器のない世界を実現したい」という被爆者の切実な願

いに応え、圧倒的な世論と運動の力で、「核抑止力」にしがみつく国々を包囲し、孤立させましょう。 

 安倍政権は、国連作業部会で核保有国の代弁者の役割をはたし、国内では憲法９条を踏みにじる戦争法の制定

を強行しました。さらに、解釈改憲にとどまらず、９条明文改憲への野望をあらわにしています。 

 戦争法廃止と立憲主義の回復、９条改憲の阻止をもとめ、労働者をはじめ広範な人びとが立ち上がっています。

学生、高校生、女性、学者などの市民と野党との共同が力強く前進しています。沖縄では、新基地建設に反対し、

海兵隊をはじめ米軍基地の縮小・撤去をもとめる県民ぐるみのたたかいが大きく発展しています。 

 一人ひとりの市民が行動に立ちあがり、力をあわせて日本と世界を変えていく―こうした民主主義の流れをさ

らに大きく発展させましょう。 

 いまこそ、核兵器を禁止し、廃絶する条約の交渉開始をもとめる世論の巨大なうねりをつくりだしましょう。

「ヒロシマ・ナガサキの被爆者が訴える核兵器廃絶国際署名」の運動を、地域ぐるみ、自治体ぐるみで発展させ

ましょう。国連総会、国連核兵器廃絶デー（９月２６日）や国連軍縮週間（１０月２４～３１日）などを節目に、

草の根からの行動で国際共同行動を成功させましょう。 

 署名運動とむすんで、被爆の実相を学び、大きくひろめましょう。すべての地域・自治体で「原爆展」や被爆

体験を語る集いなどに取りくみましょう。映像、音楽や演劇などさまざまな文化的手段、ソーシャルメディアも

活用し、被爆者の体験、願い、たたかいを継承しましょう。原爆症認定制度の抜本的改善とともに被爆者への国

家補償をもとめ、援護・連帯の活動をいっそうつよめましょう。 

 非核三原則を厳守・法制化し、アメリカの「核抑止力」＝「核の傘」から離脱して、核兵器禁止・廃絶条約締

結の先頭に立つよう日本政府にもとめましょう。 

 市民と野党の共同の力で、改憲をもくろむ安倍政権の野望をうちやぶり、戦争法を廃止しましょう。「オール沖

縄」のたたかいと固く連帯し、辺野古新基地と高江ヘリパッドの建設に反対しましょう。米軍基地の縮小・撤去

をもとめる運動をいっそうつよめましょう。日米軍事同盟の強化に反対し、非核平和の日本をつくりましょう。 

 原発再稼働に反対し、原発からの脱却と自然エネルギーへの転換をもとめる運動と固く連帯しましょう。雇用

とくらしの破壊、貧困と格差の拡大に反対しましょう。軍事費を削っていのち・くらし・雇用をまもる運動をつ

よめましょう。 

 平和・いのち・くらしをまもる願いをひとつに、「非核平和の日本」と「核兵器のない世界」を実現しましょう。 

 ノーモア・ヒロシマ 

 ノーモア・ナガサキ 

 ノーモア・ヒバクシャ 



 ノーモア・ウォー 

２０１６年８月６日 

＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・＊・・ 

当面の行動日程 
 

８月 「１９日」行動 全国各地でとりくみましょう！ 

＜東京都内＞ 

「戦争法廃止、安倍内閣退陣 8.19国会前行動」 

■日時／8月 19日（金）18時 30分～19時 30分   

■場所／衆議院第 2議員会館前～国会図書館前 

※憲法共同センターは国会図書館前に集合してく

ださい。 

■主催／総がかり行動実行委員会 

 

←バナーが完成しました。拡散をお願いします。 

 

憲法共同センター第３回総会  

■日時／9月 6日（火）18時 30分～20時 30分 

■場所／平和と労働センター全労連会館２階ホール 

■主催／憲法共同センター 

 

９月 「９日」行動 全国各地でとりくみましょう！ 

＜東京都内＞ 

■日時／9月 9日（金）12時～13時 

■場所／JR新宿駅西口 

■主催／憲法共同センター 

 

９月 「１９日」行動 全国各地でとりくみましょう！ 

＜東京都内＞ 

＜東京都内＞「戦争法強行から１年、戦争法廃止、発動させるな、憲法まもれ」国会前集会（仮称） 

■日時／9月 19日（月・祝）15時 30分～   

■場所／国会正門前 

■主催／総がかり行動実行委員会 

※９月の「１９日」行動は、お昼の屋内集会は延期になりました。（詳細は別途ご案内します） 


